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　　トリクロロエチレンの分解度試験成績糧告書

試験期間　　 昭和55隼4月28日’｝昭和55年7月27日

試料名　トリク・・エチレン（試料鷹K－25）．

　　　　　　分子式　　（もRC鞠

　　　　　　構造式　　CHC£芦CC私2

　　　　　　性状

　　　　　　　　外観　無色透明液体　溶解性水に難溶

　　　　　　　　沸点8σ　　一・・礎認ン

　　　　　　　　比重　　　t45

　　　　　　　　（■■■■■■特級試薬使用）

試験方法及ぴ条件

翼婁蕪髪号！微生，，等に．る，、学物質の分解

49罰卿2号雇轍㍑る

　試料濃度　100：PP量　汚泥濃度　50PP皿

　試験期間　2週間



こ1　試験装概

　　　酸素消費量自動測定磯（揮散匪物質用クーロメ一夕一階絹）

ム2　醜業消費量測定

　　　51の記録による

義5　生分解試験後の直接定量法

　（a）使用分析機器

　　　　ガ．スクロマトグラフ　検出器　 F工：D

　　（b）分析試料の前処理

　　　　　　　　薦F閥

　　　　　　　　　　　・冷却（5℃）一晩

　　　　　　　　　　　←夏一ヘキサン　100皿

　　　　　　　　　　　・撹拌　10分

　　　　　　　　　　　・静置

　　　　　　『

　　　　’L丞』型　　　五一ヘキサン層

　　　　　　　　　　　　　　　　　・定容　100皿

　　　　　　　　　　　　　　　lGC料



（c）分析条件

　　　　ガスクロマトグラフ（αC）検出器　F工D

　　　　　キャリアガス　　塊

　　　　　充てん剤　　　15多TC孕∠クロモソルプ▽

　　　　　ステンレ1スカラム　　　5皿φX5購

　　　　　カラム温度　　70℃

4　試験結果

　　　　G

こ　備　考

　　　供試物質をGC一葦8にて確認した（図一5参照）

　　　試料の採取

　　　　試料は液体であるため、比蜘してマイクロンリングで

　　　　21μ4採取した。

　　　　　　　　　　　（21μ4×t45零5a5㎎）

　　ク一口メーターヘのセット状況

　　　　　　　　　　　　塗　　　　　　pH
　　　　　　　　試料は培養ビン娠臨んだ＿

　　　　　中　．　　　　一　　　　　　　　　＿
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　水系　汚縣とも蹴見分けられ
　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋　　なかった。
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